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平成２７年度 

一般財団法人調布市武者小路実篤記念館 

第１回 臨時評議員会議事録 

 

日   平成２８年２月９日（火） 

場所  調布市東部公民館 

 

 

出席評議員（４人） 

     評議員   武者小路 知行 

     評議員   浅 井 京 子 

     評議員   小 西   聡 

     評議員   新 井 富 一 

 

出席役員 

     理事長   福 田   宏 

     常務理事  塚 越 博 道 

 

     

事務局  事務局長  生 野 正 毅 

     次長    福 島 さとみ 

     事業係長  伊 藤 陽 子 

     総務係主事 清 水 想 史 
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第１回 臨時評議員会［議事次第］ 

 

１ 議題 

 （１）審議事項 

     議案第１号 議事録署名人の選任について 

 （２）報告事項 

     報告第１号 平成27年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念 

          館補正予算（第１号） 

     報告第２号 調布市武者小路実篤記念館開館30周年記念事業に 

          ついて 

     報告第３号 ミュージアム・アドバイザーによる中間報告につ 

          いて 

     報告第４号 マイナンバー制度における特定個人情報の取り扱 

          いについて 

     報告第５号 調布市武者小路実篤記念館の平成28年度空調改修 

          工事に伴う休館について 

２ その他 
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○事務局  それでは、ただいまから、平成27年度一般財団法人調布市武

者小路実篤記念館第１回臨時評議員会を開催させていただきます。 

 それでは、臨時会の開催に先立ちまして、福田宏理事長から挨拶をお願

いいたします。 

○福田理事長  福田でございます。お集まりいただきましてありがとう

ございます。 

 何人かの方には、新年のご挨拶もさせていただいたんですが、今日、お

集まりの中で初めての方もいらっしゃると思います。本年もどうぞ何分よ

ろしくお願いをいたします。 

 27年度、昨年はたまたま記念館の創立30周年ということもありまして、

皆様の教えも賜って無事いろいろな行事を済ませてまいりました。大変お

世話になりました。ありがとうございます。記念館が30年続けてやってこ

られたのも、このご近隣含めた市民の皆様、市当局初め全国の実篤ファン

の皆様のおかげかと感謝申し上げております。 

 最近では、また、恒例によりチョコレートを販売いたしておりますが、

比較的ことしも好調に売れているようでございます。後ほど事務局のほう

から話もあるかと思いますが、結構新聞等で評判になっておりますし、市

当局にもいろいろと宣伝にご協力いただきまして、大変ありがとうござい

ます。 

 また、新しい展示もございます。今年度はもう間もなく終わりますが、

新年度に関しましては後ほどいろいろご報告ありますけれども、来年度は

記念館自体の空調の工事等が入りまして、かなりの期間、休館をさせてい

ただかなきゃならないかと思います。その際には、また外へ出ていってい

ろいろやっていくだとか考えております。その際には、また皆様にもいろ

いろお世話になりたいと思っておりますが、ひとつよろしくお願いをいた

します。今年度も何分よろしくお願いいたします。 

○事務局長  ありがとうございました。それでは、臨時会を始めます。 

  最初に、評議員会の議長についてですが、定款第18条の規定により、

本日出席の評議員の中から選出することになっていますが、いかがいたし

ましょうか。 

     （「事務局一任」） 

○事務局長  ありがとうございます。事務局一任という声が出ておりま

す。武者小路知行評議員にお願いさせていただくことにしますが、いかが

でしょうか。 
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     （「異議なし」） 

○武者小路議長  本日の議長となりました武者小路です。よろしくお願

い申し上げます。さて、本日の臨時会の効力について事務局から報告願い

ます。 

○事務局長 本日の臨時会の成立につきましてでありますが、評議員５名

中４名が出席されており、過半数を超えていますので、一般財団法人調布

市武者小路実篤記念館定款第19条の定足数に達していますので、成立して

いることを報告させていただきます。 

○武者小路議長  臨時会は成立しているということでありますので、議

案に入ります。それでは議案第１号、評議員会議事録の署名人であります

が、定款第22条の規定により、本日出席の評議員の中から２名選出するこ

とになっておりますが、いかがでしょうか。 

     （「議長一任」） 

○武者小路議長 ありがとうございます。議長一任ということですので、

今回は浅井評議員と新井評議員のお二人にお願いすることにいたしますが、

いかがでしょうか。 

     （「異議なし」） 

○武者小路議長  特にご異議ないようですので、浅井評議員と新井評議

員よろしくお願いいたします。 

 それでは、会議に入ります。 

 始めに、報告第１号「平成27年度予算の補正予算案について」事務局か

ら説明をお願いします。 

○事務局  報告第１号をご説明させていただきます。報告第１号 平成

27年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館補正予算（第１号）。平成

28年２月９日。 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館理事長 福田 

宏。 

 それでは、補正予算第１号のご説明で１ページをごらんいただきたいと

思います。事業活動収入についてです。事業活動収入の補正はなく、当初

の１億1,504万1,000円となります。 

 次に、２ページをごらんくださいませ。支出のうち２事業費と３施設管

理費の補正がございます。２事業費のうち、１普及促進事業費は、当初

1,171万3,000円の予算額から19万円を減額し、補正後の予算合計は1,152

万3,000円となります。２事業費全体は、当初1,763万1,000円から19万円

減額し、補正後の合計金額が1,744万1,000円となります。 
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 これに対し、３施設管理費のうち１施設管理運営事業費が、当初1,210

万2,000円から19万円を増額し、補正後の合計額は1,229万2,000円となり

ます。３施設管理費全体では当初予算1,766万8,000円に対し19万円増額し、

補正後の合計額は1,785万8,000円となります。 

 以上、補正予算第１号では、収支とも合計には変わりはございませんの

で、当初の予算のとおり１億1,504万1,000円となり、収支差額はゼロ円と

なります。 

 補正内容の詳細については、３ページ以降でご説明させていただきます。

３ページをごらんくださいませ。１管理費でございます。１管理費事務費

の組み替えを補正いたします。１報酬に不足額が生ずることから、10万

5,000円を増額し、補正後の予算合計が97万5,000円となります。これは30

周年記念事業の開催に伴い、例年に対し役員報酬額が増えたためでござい

ます。これに対し、３需用費より７万円と、５委託料より３万5,000円を

減額して報酬に充てます。 

 ３需用費の補正後の予算合計額が122万1,000円、５委託料の補正後の予

算合計額が222万4,000円となります。いずれも契約差額が生じたことによ

ります。事業費全体では、予算合計は変わりはなく964万9,000円となりま

す。 

 次に、４ページをごらんください。２事業費のうち１普及促進事業費を

補正いたします。１報償費で５万円を増額します。これにより、補正後の

予算合計額は72万5,000円となります。これは30周年記念事業のうち、

「映画上映とおはなしの会」で、栗原小巻氏への支払いが当初委託料に計

上されておりましたが、最終的には報償費の謝礼金での支払いとなったた

め、報償費に不足額が生じたためでございます。 

 次に、３役務費です。５万円を増額し、補正後の合計予算額は321万

9,000円となります。これは30周年記念事業に関する美術品等の運搬費用

と広報資料の発送にかかわる費用増により、役務費に不足が生じたためで

す。 

 次に、４委託料です。報償費と役務費、それに後ほどご説明いたします

施設管理費の増額に伴う費用を４委託料で29万円減額して充てます。これ

により、委託料は当初350万5,000円に対し、補正後の合計予算額は321万

5,000円となります。この減額費用の理由は、先ほどご説明しました30周

年記念事業にかかわる経緯、それから、27年度の委託料全体の契約差額に

よるものです。 
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 事業費の２資料管理費事業費と３情報提供システム事業費については、

補正はございません。 

 このため、２事業費の総額は当初1,763万1,000円に対し19万円減額し、

補正後の予算合計が1,744万1,000円となります。 

 次に、５ページをごらんくださいませ。３施設管理費では、１施設管理

運営事業費を補正いたします。１需用費の内訳をごらんいただきますと、

光熱水費が30万円増額となっております。これは電気料金の値上げに伴う

費用増と５月の高温により冷房を入れる時期が例年より１カ月程度早くか

ら入れたことにより、電気使用料が増えたことによる費用増でございます。

これに対し、消耗品は10万円減額いたしました。 

 そして、修繕料は９万円増額いたしました。これは当初予算に予定され

ていなかった男子トイレのフラッシュバルブ修繕と展示室、それと風防室

の照明の電気系統の修繕を緊急的に対応したことから、修繕費全体に不足

額が生じたことによります。 

 これにより、１需用費の合計は当初の予算567万3,000円に対し、29万円

増額しまして596万3,000円となります。 

 ３委託料はこのうち維持管理委託料を10万円減額いたします。これによ

り、当初373万9,000円から10万円を減額し、補正後の合計は363万9,000円

となります。これは平成27年度の契約差額及び執行状況から減額したもの

でございます。 

 委託料全体の合計は当初予算570万9,000円に対し10万円減額いたしまし

て、560万9,000円となります。これにより、３施設管理費全体では、当初

1,766万8,000円に対し19万円増額補正し、補正後の予算合計額は1,785万

8,000円となります。 

 次に、６ページ、４自主事業費をごらんいただきたいと思います。４自

主事業費のうち、３自主事業費の組み替え補正となります。３一般需用費

を５万円減額し、補正後の合計額は９万5,000円となります。また、５委

託料でも５万円減額し、補正後の合計額は15万円となります。いずれも契

約差額による減額でございます。 

 この合計10万円を８備品費に充てます。８備品費は当初の予算10万円か

ら10万円を増額補正し、補正後の合計金額は20万円になります。これは、

平成27年度では順調に自主事業収入を確保できていることから備品購入を

するものでございます。今回は展示室に開館当初からあるソファーベンチ

の傷みが激しいことから、これにかえるベンチを購入する費用として増額
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いたします。自主事業費全体では、予算合計には変わりはなく547万6,000

円となります。 

 以上で説明を終わります。 

○武者小路議長  説明は終わりました。ご質問はございませんでしょう

か。 

     （「なし」） 

○武者小路議長  特に質問はないようでしたら質疑を打ち切ります。と

思います。 

 本報告について、了承してよろしいでしょうか。 

     （「異議なし」） 

○武者小路議長 異議なしということですので、報告第１号「平成27年度

の補正予算案」につきましては、了承されました。 

 続きまして、報告第２号「調布市武者小路実篤記念館開館30周年記念事

業について」を事務局から報告お願いします。 

○事務局  報告第２号です。「調布市武者小路実篤記念館30周年記念事

業について」でございます。平成27年度は調布市市制施行60周年、実篤記

念館開館30周年記念事業を展開してまいりました。 

 平成28年１月24日で、「我が家の実篤作品展」第二部が終了し、事業に

一区切りつきましたのでご報告いたします。 

 お手元の報告資料をごらんいただきたいと思います。30周年事業の事業

ごとに事業名、開催日時、参加者数、事業経費などのデータをまとめさせ

ていただきました。ポイントをご説明させていただきます。 

 開館30周年式典でございます。平成27年10月26日に開催されまして、天

候にも恵まれ、桐朋学園大学音楽部や調布茶道連盟のご協力をいただき、

ミニコンサート、中庭での茶菓のご提供と、小規模ではございましたが、

なごやかな会となり、出席者の皆様にはご好評をいただきました。費用に

つきましては、自主事業費から50万円余りの金額を執行いたしました。 

 ２記念誌発行でございます。「調布市武者小路実篤記念館 30年の歩

み」は、10月24日に、500部を発行いたしました。これは平成17年度、20

年の歩みが刊行されまして、それに10年プラスしたデータをつけ加えたも

のでございますけれども、元資料である全ての事業報告にも改めて確認し

て修正を加え、作成したものです。冒頭にはカラーの口絵で写真なども入

れさせていただきました。費用経費としては34万6,000円ほど事業費のほ

うから支出いたしております。 
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 次に、記念事業です。９月15日に開催されました「映画「愛と死」上映

とおはなし～栗原小巻さんをお迎えして」です。「たづくり」くすのきホ

ールが満員となるほどで、入れなかった市民の方も多くいらっしゃるほど

のご盛況をいただきました。 

 昭和40年代の映画、それから時代を超えた愛をテーマとした内容、時代

の懐かしさも重なっておもしろかったという感想を多くいただきました。

また、寺脇研氏の司会で栗原さん、石濱さんのトークでは、栗原さんのす

てきで変わらぬ姿や、実際に演じられた俳優さんのお話が聞ける貴重な体

験であったと好評をいただきました。費用的には63万円余りを一般会計の

事業費のほうから支出しております。 

 ２オリジナルフレーム切手の発行でございます。地元の郵便局と協力し

て2,000枚作成し、750枚を当財団でお引き受けいたしました。記念式典で

の記念品や特別展にご協力いただいた方への礼品に使用したほか、ミュー

ジアムグッズなどでも販売いたしました。実際の費用としては物販事業費

のほうで44万1,000円余りの支出になっております。 

 次のページをごらんいただきたいと思います。展覧会・関連事業という

ことで、１春の特別展「一人の男～武者小路実篤の生涯～」ということで、

平成27年４月25日から６月14日の44日間開催し、利用者数は2,103人いら

っしゃいました。 

 生誕130年をも記念した展覧会で、実篤の自伝「或る男」と「一人の

男」を追って90年の生涯と彼の作品群を紹介いたしました。特に、通常の

特別展では借用に伺えない鹿児島県薩摩川内市の、まごころ文学館に所蔵

する「或る男」の原稿を記念展ならではの見どころとして、ご紹介するこ

とができるなど、好評をいただきました。関連事業としては、展示解説、

講演会というのを実施いたしまして、経費としては300万円余り、事業費

のほうから支出しております。 

 次に、開館30周年記念特別展「我が家の実篤作品展」ということで、第

一部は10月24日から12月６日まで38日間、利用者数としては合計1,385人、

次に第二部が平成27年12月12日から平成28年１月24日の32日間で、利用者

数が949人でございました。 

 二部構成でございます。ふだん目にすることができない個人の方が所蔵

している数々の作品を紹介して、第一部では、画家、小説家、彫刻家とい

う日本を代表する芸術家たちが収蔵していた実篤作品とエピソードを交え

て紹介いたしました。一流の芸術家たちが見る実篤に対する思いというよ
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うなことが感じることができて、実篤作品に対する新たな一面を知る機会

となり、来館者の作品への親しみがより深まる展覧会となりました。 

 第二部では、一般の個人の方が所蔵されている所蔵品を紹介するもので

ございまして、仙川周辺や調布市内の方の所蔵作品も多く展示されており、

実篤と地元の交流を知ることができ、また、現在も実篤が地元の人に大切

にされていることがうかがえる展覧会となりました。 

 特に、第二部の開催時期はふだん利用者が少ない時期でございますが、

特別展の開催、また、所蔵者の方が何度も来館したり、お知り合いの方に

ご紹介したりということで、入場者数がこの時期としては多くなりました。 

 また、この展覧会のパンフレットが大変好評で、頒布数も通常よりかな

りよく出ております。実篤の画集を好まれる方が多いというニーズ、それ

から、根強い人気があるということがわかりましたので、今後の事業展開

に役立ててまいりたいと考えております。 

 以上で報告を終わります。 

○武者小路議長  ただいまの報告について、質問ございませんでしょう

か。 

     （「なし」） 

○武者小路議長  特に質問がないようでございますので、報告第２号

「調布市武者小路実篤記念館開館30周年記念事業について」ご了承いただ

いたと思います。 

 次に、報告第３号「ミュージアム・アドバイザーによる中間報告につい

て」事務局から報告をお願いします。 

○事務局  次に、報告第３号「ミュージアム・アドバイザーによる中間

報告について」です。平成27年度には、利用者の満足度を一層充実させる

ために第三者からの提案を参考にして、施設運営及び事業運営の向上を目

指す目的として、ミュージアム・アドバイザーへの委託をいたしました。 

 今回の委託先は、一般社団法人アーツアライブ代表の林容子氏で、日本

の芸術運営管理学の草分けとしてアメリカで学び、帰国後は展覧会の企画

を初め近年ではアートと福祉をつなげるアーツライブ活動を中心に活躍さ

れて、数々の著作もある方でございます。 

 今回の依頼内容としては、１効果的な広報及び内容について、館報、市

報、ホームページ、報道機関等へのリリースの内容を調査し、検討するこ

と。 

 ２施設運営について。エントランス周りの雰囲気、レイアウト、照明設
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備、色彩及び床や壁面の材質等を調査し、検討すること。 

 ３事業運営について。展覧会のテーマ、展示内容、作品のレイアウト、

解説文字の大きさや配置、各種講座の時期及び内容等において電話や受付

の対応について調査し、検討するということで、これを調査期間内に５回

は来館していただき実態を把握するという内容で、アドバイザーに依頼い

たしました。 

 これに対し、上半期の報告がございまして、指摘事項とそれに対する当

財団の回答をまとめた表を本日の資料として配付しております。主なポイ

ントとしましては、まず、１館内サインと５展示にかかわる部分で、エン

トランスホールのサインや展示テーマの掲示がわかりづらいというご指摘

がございました。これを受けて、財団ではエントランスホールの掲示物、

配布物が多く伝わりづらいという判断から、展示案内の掲示を展示室入り

口に、展示テーマの掲示を展示室の自動ドアの中、入り口脇に置き、内容

を明確化し改善いたしました。 

 表の次にありますＡ４サイズでカラー写真を入れさせていただいたとこ

ろでございます。また、今回は通常配布している広報印刷物と記念館事業

の資料を事前にお渡しすることで、初めてきた一般の来館者の目線で見て

いただくという視点での視察結果となっております。 

 事前の施設のコンセプト、事業の詳細な説明ということを特にしていな

い状況で、あくまでも一般の来館者の目線ということで見ていただきまし

た。このため、指摘事項では、ショップや休憩コーナー、閲覧室、展示室

の年表など、館の設計のコンセプトや事業運営の指針とは若干異なる内容

の指摘が多くなっています。 

 これらは今後の長期的な視点で検討する中で、参考としてまいりたいと

考えております。これらに対して、詳しくは当財団の対応や回答の欄をご

らんいただきたいと思います。 

 以上でご報告を終わらせていただきます。 

○武者小路議長  ただいまの報告について、ご質問ございませんでしょ

うか。 

○小西評議員  非常におもしろいことだと思います。外部の方に評価い

ただくというのはなかなかできないことだと思いますし、会社でもなかな

かそんなことはできないと思うので、よろしいかと思います。 

 簡単な確認で、上半期の報告というふうに福島さんはおっしゃったので

すけど、まだこれを継続されているということですか。 
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○事務局  はい。後半期を最終的に３月に出していただくことになって

おりますので、後半期の展覧会等がございますので、そちらのほうをまた

ごらんいただいて、ご意見を出していただくことになっております。 

○小西評議員  あと資料を先にいただいて拝見していたのですけど、喫

茶コーナーとかカフェみたいな話で、やっぱりちょっとうちの館と合わな

いというと変なんですけど、資料のそういうお話等々から考えて、私もそ

ぐわないだろうと思うようなコメントが結構、ベクトルの方向のやつが出

ているというのがあって、頼むのはいいと思いますし、長期的にというと

ころもよろしいかと思うんですけど、そういう印象を受けたので、あまり

述べづらい、取り入れられるかなというところでちょっとどうかなという

印象は持ちました。 

 今、どこの文学館も同じような感じで、喫茶店を入れるとか、ＴＳＵＴ

ＡＹＡさんとかがそうですけど、本を読みながらコーヒーを飲めるのがい

いことだと思う人が多いのは、私は変だなと思って見ているくちなので、

どうかなとは思いましたけど、一応その辺をご認識あっていればよろしい

かなと思って、コメントでした。 

○事務局  ありがとうございます。 

○武者小路議長  ありがとうございました。ほかにご質問、ご意見等ご

ざいましたら、いかがでございましょうか。 

 浅井先生なんかいかがですか。 

○浅井評議員  今、お話が出て、私もそれはそうなんだけれどもと思い

ながら伺っていたのですけれども、今、外部の意見を聞いて、こういうア

ドバイザーの方たちにお話を、点検をしてもらってということは、はやり

と言ったらいけないかもしれないんですけど、結構、館、自分たちだけで

唯我独尊にならないようにということでは、手段としてはとてもいいこと

だと思うんですけれども、それがどうしても言われたように何とか改善し

なきゃいけないとかというのは、あまり強く考えなくてもいいのではない

かなと。 

 しっかりそれを受けとめて、今、ショップの場所の問題が１つ出ました

けれども、小さな館で少ない人数でここに現金を扱う場所を２カ所に分け

るのはどうなのか、とても不安だということで、今の場所にあるんだとい

う回答があります。そういう事情はあるので、全部が全部従わなきゃいけ

ないとはあまり厳しく思わずに、それでも１つずつ階段を上っていくとい

うというか、いろいろなことを求めてくる人たち全部に、全てに満足がで
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きるかということはなかなか難しいので、小さな館でどんなふうにして対

応していけば、自分たちがつらくならずに、それでも１つずついい方向に

行けるか。あまりきつく考えないでほしいなと思いつつ。 

○福田理事長  皆様、いろいろなご意見がございますので、いろいろな

ところでこういった公的な機関に質問を投げかけて、いろいろアンケート

をとったりするわけです。それが全部が全部できるわけじゃもちろんない

と思うんですが、そこで出てきたご意見をこうやって皆さんで、この意見

はできるよねとか、あるいはこういうふうにやるといいよねみたいな意見

の交換に役立てば、それはそれで結構なことかなと思っております。 

 これを機会に、また、改めて皆さん方からも、こういう点はどうだろう

かなみたいなご意見をいただければありがたいと思っております。これは

長い目で見て、これからどうしていくかにぜひ役立てていきたいと思いま

す。ぜひまた、皆様のご意見もいただければと思います。ありがとうござ

いました。 

○武者小路議長 ということで、ほかにご意見がなければこれでご了承い

ただいたということにいたしたいと思います。ご意見については、引き続

きお寄せいただければありがたいです。 

 次に、報告第４号「マイナンバー制度における特定個人情報の取り扱い

について」を事務局から報告お願いします。 

○事務局長  それでは、報告第４号「マイナンバー制度における特定個

人情報の取り扱いについて」説明をさせていただきます。 

 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律に基づく個人番号の利用、いわゆるマイナンバー制度でありますけれど

も、その利用が税金関係を中心に平成28年１月１日から運用を開始されて

います。 

 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館におきましても、マイナンバー

制度の実施に対応していかなければなりません。全ての事業所に適用され

るマイナンバー制度において、当財団におきましても、個人番号と特定個

人情報の適正な取り扱いを進めるために情報漏えい等がないようにしなが

ら、取り組みを進めていかなければなりません。 

 このため、当財団の取り組みの基本姿勢を示すものとして基本方針を定

めたところでございます。この基本方針を受けて、具体的な事務の取り扱

いに関する実施細目を規定する取り扱い規程の整備をさせていただいたと

ころでもあります。これからその概要について説明をさせていただきます。 
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 それでは、お手元の一般財団法人調布市武者小路実篤記念館における特

定個人情報等の適正な取扱いに関する基本方針をごらんください。 

 基本方針につきましては、当財団の業務を通じて取り扱う個人情報及び

特定個人情報の厳格な保護を重大な社会的責任と認識して、個人番号と特

定個人情報の適正な取扱いの確保を図ることを目的としています。 

 その基本方針の内容は大きく４点で構成されておりますが、初めにちょ

っとお断りをさせていただきますけれども、個人番号と特定個人情報の両

方を意味するものといたしまして、特定個人情報等と表現させていただい

ております。これ以降は特定個人情報等と言わせていただきます。 

 それでは、４点の内容は次のとおりとなっています。１点目は、特定個

人情報等の取扱いの範囲及び体制についての方針です。特定個人情報等を

取り扱う事務の範囲は、別表のとおりに特定しているところであります。

また、事務取扱責任者と事務取扱担当者を明確にするとともに、特定個人

情報等の取扱いに関する実施細目の規程等を策定して、体制の整備を行う

としているものでございます。 

 ２点目は、安全管理措置についてです。情報漏えいや滅失または毀損の

防止その他の特定個人情報等の適切な管理のために必要な措置を講じるこ

と。また、特定個人情報等の取扱いに際して、第三者に業務を委託する場

合は、十分な管理体制を有する事業者を選定し、必要に応じて指導・監督

を行うものとすることとしています。 

 ３点目は、関係法令等の遵守についてでございます。当財団は、特定個

人情報等に関する法令及び関係法令等を遵守して、適正な取扱いを行うも

のとしております。 

 ４点目は、特定個人情報等に関する問い合わせや苦情についてでござい

ます。問い合わせ及び苦情については、適切かつ迅速な対応を行うための

体制を整備し、これを扱う担当部署は事務局の総務係としているところで

ございます。簡単でありますが、以上が基本方針でございます。 

 続きまして、基本方針のもとに策定をいたしました一般財団法人調布市

武者小路実篤記念館における特定個人情報等の適正な取扱いに関する規程

でございます。お手元の一般財団法人調布市武者小路実篤記念館における

特定個人情報等の適正な取扱いに関する規程をごらんください。中身がた

くさんありますので、重立った部分について、その概要を説明させていた

だきます。 

 最初に１ページ目です。はじめに、この規程の趣旨であります。当財団
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における特定個人情報等の適正な取扱いの確保をするために必要な実施細

目をこの規程により定めるものとする趣旨でございます。 

 その次の第２条では、用語の定義が記載されていますので、これにつき

ましては後ほど目を通していただきたいと思います。 

 次に２ページ目をお願いいたします。第３条の適用範囲でございます。

当財団の役員、職員を初め当財団が実施する講座等における講師、業務委

託している会計事務所等が適用する範囲となってきます。 

 次の第４条の当財団が個人番号を取扱う事務の範囲は、この規程の最後

の９ページにあります別表のとおりとなっています。大きい区分といたし

ましては、１の役職員に係る個人番号関係事務と２の役職員以外の個人に

係る個人番号関係事務となっています。 

 次の第５条の当財団が取扱う特定個人情報等の範囲は、１つ目には役職

員と役職員以外の個人から提示を受けた本人確認書類とその写し、２つ目

に、行政機関等に提出するために作成した届出書類とその控え。３つ目に

は法定調書を作成する上で役職員や役職員以外の個人から受領する個人番

号が記載された申告書類。４つ目には、その他として、個人番号と関係の

ある保存される書類というふうに範囲を決めているところでございます。 

 なお、ケースによっては、前の４つに該当するかどうか定かでないとき

につきましては、事務取扱責任者が判断するものとすることを規定してい

ます。 

 次に、第６条の事務取扱責任者の責務では、この規程及び委託先の選定

基準の承認及び周知を初めとした９つの事項を遵守するとともに、それら

の事項の権限と責務を果たすものを規定しています。 

 そして、その第２項において、事務取扱責任者は事務局長をもって充て

るとさせていただいております。 

 次の第７条の事務取扱担当者の責務では、事務担当者は、特定個人情報

等の取得、保管、利用等の特定個人情報等を取扱う業務に従事する際は、

番号法やその他関係関連法令、特定個人情報ガイドラインを遵守するとと

もに、事務取扱責任者の指示に従い、特定個人情報等の保護をしながら業

務を行うものとしています。 

 第２項では、２ページから３ページにまたがりますけれども、特定個人

情報の漏えい等、この規程に違反している事実や兆候を把握した場合は速

やかに事務取扱責任者に報告することとしています。 

 続いて同じく３ページ目の第３項では、事務処理担当者は、必要な個人



１５ 

情報の確認等の事務を行った後は、速やかに書類を定められた方法で処理

して、自分の手元に個人番号を残してならないこととしています。 

 次に、第11条の運用状況の確認及び記録では、運用状況を確認するため、

第１号の特定個人情報等の取得及び特定個人情報ファイルの入力情報を初

めとした第６号までの利用実績等を記録することとしています。既に記録

簿は用意してございます。事務処理担当者が記入した後、係長から事務局

長までがそれぞれ確認して押印をしていくようにしています。 

 次に、４ページをお願いいたします。第14条の特定個人情報等を取扱う

区域の管理では、管理区域及び取扱区域を明確にして、物理的な安全管理

措置を講じるものとしています。具体的には、当財団におきましては、管

理区域として地下にあります施錠のできる文書庫、そして取扱区域として

は事務局総務係の施錠のできる執務室を特定し、安全管理の措置を施すも

のでございます。 

 次に、第15条の機器及び電子媒体等の盗難等の防止では、使用するノー

トパソコン等は、使用しないときは地下の施錠のできる文書庫に保管する

こととしています。 

 次に、５ページとなります。第22条の特定個人情報等の適正な取得では、

特定個人情報等を取得するときは、適法で公正な手段で行っていくものと

しています。 

 次に、第23条の特定個人情報等の利用目的では、第４条で掲げた別表の

取扱事務の範囲内とすることとしています。 

 次の第25条の個人番号の提供の要求では、事務処理の必要に応じて本人

や個人番号利用事務を処理する者。個人番号利用事務の委託を受けた者。

そして、個人番号関係事務を処理する者や個人番号事務の委託を受けた者

に対して、個人番号の提供を求めることができるものとしております。 

 次に６ページになります。第27条の特定個人情報等の提供の求めの制限

では、番号法により特定個人情報等の提供を受けることができる場合以外

は、提供を求めてはならないものとしています。 

 続いて第28条の特定個人情報の収集の制限では、第４条の別表で規定し

た事務の範囲を超えて収集してはならないとしています。 

 次に、第30条の特定個人情報等の利用制限では、人の生命や財産等の保

護の必要がある場合を除き、利用目的を超えて特定個人情報等を利用して

はならないこととしています。 

 次の第31条の特定個人情報ファイルの作成制限では、第４条の別表で規
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定する事務を除いて、特定個人情報ファイルを作成してはならないとして

います。 

 次の第33条の保有個人情報に関する事項の公表等では、保有個人情報に

関する事項は、本人の知り得る状態にしておくこととしています。 

 次に７ページとなります。第35条の特定個人情報等の提供制限でござい

ますが、番号法の第19条の第１号の個人番号利用事務実施者が個人番号利

用事務を処理するために必要な限度で、本人もしくはその代理人または個

人番号関係事務実施者に対して特定個人情報を提供するときを初めとして、

第15号までの各号に掲げる場合を除いて、本人の同意の有無にかかわらず

特定個人情報を第三者に提供しないこととしています。 

 次の第36条の委託先の監督では、個人番号関係事務または個人番号利用

事務の全部または一部の委託をする場合には、当財団がみずからに課して

いる安全管理措置と同等の措置が委託先においても行われるように適切な

監督を行うこととしています。 

 第２項では、必要かつ適切な監督に要する事項として、第１号から第３

号までを挙げています。 

 第３項では、委託先の適切な選定にあたり、確認する事項として第１号

から第５号まで挙げています。 

 第４項では、委託先に安全管理措置を遵守させるために、契約の締結に

あたって、第１号から第10号までの確認をすることとしています。 

 第５項では、委託先の安全管理が適切に行われているかどうかのモニタ

リングの実施をすることとしています。 

 第６項では、委託先において情報漏えい、事故等が発生したときの速や

かな対応や報告が行える体制になっているかの確認をすることとしていま

す。 

 以上が規程の主だった内容の概要であります。このマイナンバー制度は

我が国において初めて実施する制度であります。どの事業者も手探りでの

スタートといった状況であろうと思います。当財団におきましても、業務

を実践していく中で、この規程と実施業務がもし整合しない、そういった

場合が出てきたときには、規程の改正も考えながら、業務にあたっていき

たいと考えていますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 なお、この基本方針と規程につきましては、当財団内部だけではなく、

外に向けても明らかにしていきたいというふうに考えております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 
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○福田理事長  今、事務局長から話がありましたように、マイナンバー

制度自体が非常にまず手探りで始まっている印象を持っております。私ど

もでももちろんそうですし、市当局でもかなり窓口では悩んでいらっしゃ

るんじゃないかと思いますし、ただ、それぞれの事業所でもこの取り扱い、

非常に難しいかと思いますけれども、確実にやっていきたいと思っており

ます。 

○武者小路議長 何かご質問ございますか。 

○小西評議員   タイプミスの指摘ですけど、別表のところの１番の

（５）「地方税法よる」となっているのは、「地方税制による」だと思い

ます。両方とも、基本方針のほうと規程のほうと、別表が両方ともタイプ

ミスだと思います。「に」の字が抜けています。両方とも多分同じこと。 

○事務局長  失礼しました。そうです。ごめんなさい、誤植であります。

どうも済みませんでした。 

○小西評議員 あと今、理事長のほうからもお話があったように、大変な

お仕事だと思いますので、頑張っていただきたいと思います。最後に書い

てあるんですけれども、教育をしますというふうな項目があって、なかな

か館１人ではこういう講習は大変だと思うんですね。 

 なので、例えば市であるとか、都であるとか、文学館協会であるとか、

そういったところで同じように困っていらっしゃるとか勉強なさりたいと

か、情報があるというのも多分あると思うので、ぜひそういうところにう

まく一緒にやらせていただくなり、資料を回していただくなりという形で、

館１人でやるとはお考えにならないで、いろいろご協力いただけるところ

にご協力をさせていただいて、いろいろ教育とか気づきを得るみたいなや

り方で、資料や考え方やらというのはあちらこちらで展開されているはず

なので、ぜひそのところをうまく使われるとよろしいかと思います。 

○事務局長  私どももちょっと初めてなものですから、そういった参考

事例になるようなところを調べていって、必要に応じてそういうところを

見学させていただいたりとか、あるいは真似させていただくとか、いいと

ころは取り入れて対応していきたいというふうに考えております。 

○武者小路議長 特に、それ以外のご質問がなければ、これでご了承いた

だけたものといたします。 

 次に、報告第５号「調布市武者小路実篤記念館の平成28年度空調改修工

事に伴う休館について」をご説明お願いします。 

○事務局  報告第５号「調布市武者小路実篤記念館の平成28年度空調改
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修工事に伴う休館について」です。実篤記念館は開館から30年、資料館増

築からも21年が経過いたしました。このため、平成28年度に、全館に及ぶ

空調と換気扇の改修工事を実施する予定で、長期間休館することとなりま

す。 

 空調工事にかかわる事業計画、予算等は、今後２月29日より開催予定の

平成28年第１回調布市市議会定例会での審議を経て決定されることとなり

ますが、当財団といたしましても、事業計画が例年と大幅に変更すること

となりますので、平成28年度の事業計画や予算のご審議をいただく定例会

よりも前に、役員の皆様に工事内容や財団の予定をご説明させていただき

たいと存じます。 

 配付資料をごらんいただいて、配付資料の２ページ目の館内案内図とい

うのをごらんいただきながら、ちょっとご説明させていただきたいと思い

ます。 

 まず、空調入替エリアという形でちょっと赤っぽいオレンジっぽいエリ

アでございます。これは本館が展示室、エントランスホール、それから増

築部分の資料館でございますが、こちらのほうは全く今まで空調機の入れ

替えをしていないので全てになります。展示室、閲覧室、休憩コーナーの

１階部分のお客様が入れる部分、それから、地下の収蔵庫、大きい収蔵庫

とフィルム収蔵庫、財団の事務室、学芸員室、地下の作業室という大きな

部分のエリアが空調機の入替エリアになります。 

 それから、換気扇は全く30年前の開館以来、一切換気扇の取り替えをし

ていませんので、本館部分の２階収蔵庫の換気扇、それから３カ所のトイ

レ、それから、資料館の増築部分で言いますと空調機の関係ない部分で、

トイレ、ロッカールーム、展示用倉庫、事務用倉庫、機械室等の空調の空

調機がないところでも換気扇がございますので、換気扇を全て入れ替える

ということになっています。 

 そしてまた、工事の際に斜線の部分ですが、まずは１階の学芸員室と財

団の事務室、それからトイレ周り、ロッカールーム、地下の作業室と展示

用倉庫、事務用倉庫に至っては、天井の全面改修も伴ってまいります。全

部取り払って改修するということになっておりますので、かなりここから

も工事期間中、職員等がいられない状況になります。このほか、天井の改

修をする箇所を中心に照明器具のＬＥＤ化の改修もあわせて行われること

になっております。 

 現在、工事期間は平成28年10月から２月末を予定しております。それは
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１ページ目の冒頭の部分のところに書いてあります。それに３で空調改修

工事に伴う休館期間として予定しておりますのが、平成28年11月８日から

29年の３月24日、これはあくまでも最大限ということで考えております。 

 ２月の末に工事完了後、引き渡し後、化学物質のＴ－ＶＯＣの検査をす

る必要がございます。その検査をクリアした後、また、開館する準備のた

めに展示室の環境状況ですね、改修された機械がちゃんと作動して温湿度

の管理がちゃんとされているか。 

 それから、期間中、さまざまな作業とか工事のために開けっ放しになっ

たりしているような状況もございますので、その中で虫やカビ等の菌害で

すね、そういったものがないかというような確認、チェック。場合によっ

ては、そういう場合の清掃なども含めて開館準備にかかわりますので、平

成28年11月８日から３月24日を一応最大の予定としております。なるべく

休館期間は短いほうがいいので、展示室のみの先行的な開館なども検討を

している状況でございます。 

 ただ、Ｔ－ＶＯＣの検査結果をクリアしなければ、財団の事務室、学芸

員室、作業室などに入室できないという、物も入れ込めないという状況に

なっておりますので、まずは展示室の先行開館、資料館側については、ち

ょうど移転スペースとなっておりますので、それ以降の開室というような

形になるかと思います。 

 また、天候による工事のおくれ、化学物質の検査結果などによっても、

予定している現在の休館期間というのも確定ではございませんので、あく

までも予定という広報に今後ともなっていくかというふうに考えておりま

す。 

 財団としてどういう状態にするのかということでございます。休館中は

特に展示、展覧会などが11月以降ほぼ３月いっぱいできない状況でござい

ますので、休館中の展示普及事業の面では、姉妹都市の交流展として木島

平村の農村交流会での展覧会やそれが10月の末から11月の後半ぐらいまで

を予定しております。 

 それから、移動展として、たづくりで１月半ばから２月の後半にかけて

開催するということを中心に、可能な限り、館の外に出て事業展開をした

いというふうに考えております。 

 また、２つの展覧会を中心に講座や講演会の普及事業なども、記念館な

いしこの周辺ではなかなかできないものですから、外に出て、たづくりさ

んとか木島平の交流館での講座なども考えているという状況でございます。 
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 それから、また、これ以外にも重要な仕事として、工事期間中には収蔵

庫も対象となります。そのために貴重な所蔵品の移動、保管にかかわる作

業も財団が担うことになっております。資料１枚目の４空調改修工事に伴

う作業というところでございますように、美術資料、地下の収蔵庫の貴重

図書、それから一部美術資料は４カ月間、２階の収蔵庫の美術品及び直筆

の資料に関しては１カ月間、館外のトランクルームなどに移動、保管する

ことになっております。 

 この機会に所蔵品の再点検や未整理資料の整理、保存作業をあわせて進

めたいというふうに考えております。また、改修工事エリアの事務室等の

一時移動ということもあります。 

 改修工事費及び改修前後の化学物質の検査の契約や予算に関しては、実

篤記念館費として郷土博物館のほうで対応される事業となります。財団の

ほうは、工事中の収蔵品の搬出、保管、搬入の作業を行うためのこれにか

かわる経費がございます。これは例年の事業費に加えて指定管理費のほう

で予算化されることとなっております。 

 簡単ではございますが、以上でご説明を終わらせていただきます。 

○武者小路議長  以上、報告第５号のご説明をさせていただきました。

何かご質問等ございますでしょうか。 

     （「なし」） 

○武者小路議長  特にないようですので、それでは、報告第５号「調布

市武者小路実篤記念館の平成28年度空調改修工事に伴う休館について」ご

了承いただいたものと考えます。 

事務局からその他の報告ありませんでしょうか。 

○事務局長  ちょっと１件、次回の定時になりますけれども、評議員会

の日程について予告をさせていただきたいと思います。今、ちょっとお手

元にペーパーを配らせていただきます。ちょっとお待ちください。 

 それでは、お手元のほうに配付させていただきました平成27年度の第２

回の定時評議員会の開催ということでございますけれども、大変お忙しい

中ではございますが、３月29日の火曜日の日に実施させていただきたいな

というふうに考えております。 

 評議員会につきましては、おおむね午後４時ぐらいから午後６時ごろに

かけてというような開催を予定させてもらっているところであります。 

 また、詳細が決まりましたら改めてご通知のほうをさせていただきたい

と思いますけれども、今回、開催の場所につきまして、一応調布市の教育
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会館を借用させていただこうというふうに考えてございます。市役所の前

にありますけれども、調布市教育会館の３階の302の研修室をお借りさせ

ていただくというようなことで、今予定させていただいておりますので、

大変お忙しいところ恐縮でございますが、スケジュールのほうを入れてい

ただければと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 なお、もう一つですけれども、これは予告でございます。ペーパーはな

いですが、新年度に入りまして28年度の第１回目の定時評議員会の日程に

ついてでありますが、これはまだ予定で一応想定しているところは４月の

下旬、第４周目あたり、ゴールデンウイークに入る直前ぐらいの第４週目

ぐらいを中心に今、想定しながら今後、詰めていきたいというふうに考え

てございます。 

 この件につきましても、また、はっきりしてきましたらお知らせさせて

いただきますけれども、一応予定でございますが４月の第４周目のゴール

デンウイークの直前あたりに開ければなというふうに考えているところで

あります。 

 予告が２つも続きまして大変申しわけないですけれども、お忙しい中と

は思いますが、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○武者小路議長  ほかには。 

○事務局  きょう、外部の委員の方々にはバレンタインのことしの限定

チョコレートを置かせていただきました。ことしもモロゾフさんで提携さ

せていただいて、シルバーの缶にランの絵でピンクのちょっとかわいらし

いものです。昨年とちょっとチョコレートが変わっておりまして、セミス

イートのちょっと大人の味ということを売りに売らせていただいておりま

す。今年も3,000缶用意いたしまして、去年と同じぐらいの順調な推移で

出ているという状況でございます。東京新聞とそれから、読売新聞のほう

に掲載されていまして、それ以外にも地元のローカルのテレビとかＪＣＯ

Ｍのほうでは……。 

○事務局  ＪＣＯＭのデイリーニュースが、あした放送かと思います。 

○事務局  ということで、バレンタイン特集という中で調布のバレンタ

インということで、私どものチョコレートを取り上げていただいたという

番組もあるということになっておりますので、もし、ごらんいただける機

会がある方はごらんいただきたいと思います。少し持ってきている。もし、

よろしければ追加のお買い求めもということです。常務が一生懸命営業し
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てくださっておりますので。 

○武者小路議長  ほかに何かお話のある方いらっしゃいますか。 

○事務局  よろしいですか。今回の「我が家の実篤作品展」を契機とい

たしまして、地元仙川でのご所蔵の方から寄贈と寄託のお申し出を複数い

ただいております。これから手続をとっていくものではございますが、今

回の展覧会がそういった契機になったということをここでご報告をさせて

いただきます。 

○武者小路議長 何かほかにお話、ご意見等ございませんでしょうか。 

 よろしいですか。ないようでしたら、以上をもちまして、本日の案件は

全て終了いたしました。 

 これにて、平成27年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館第第１回

臨時評議員会を終了させていただきます。評議員の皆様、長時間にわたる

議事進行にご協力をいただき、ありがとうございました。これをもちまし

て、散会とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

（閉会） 
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